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地 域 の ひ ろ ば

　

竹
工
芸
の
技
術
習
得
・
Ｐ
Ｒ
を
主
な
活
動
と
し
て
、
地
域

お
こ
し
協
力
隊
に
着
任
し
て
２
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

着
任
１
年
目
は
、
市
内
の
教
室
や
サ
ー
ク
ル
を
中
心
に
竹

の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
竹
を
割
る
際
の
独
特
の
感
覚
と
パ

リ
パ
リ
と
い
う
音
、
竹
を
持
っ
た
時
の
重
み
、
竹
林
で
竹
を

切
っ
た
こ
と
が
特
に
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

同
じ
こ
ろ
に
竹
工
芸
を
始
め
た
方
と
悩
み
ご
と
を
話
し
た

り
、
ベ
テ
ラ
ン
の
方
に
教
え
て
も
ら
っ
た
り
と
、
地
域
の
方

と
交
流
す
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
を
受
け
、
こ
れ
ま
で
と
同
じ
よ
う
に
対
面
で
人
と
接
す
る

こ
と
が
難
し
く
な
り
、
活
動
の
環
境
が
ガ
ラ
リ
と
変
わ
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　

思
う
よ
う
に
活
動
で
き
な
い
期
間
も
あ
り
ま
し
た
が
、
最

近
で
は
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

に
て
協
力
隊
隊
員
の
活
動

に
関
す
る
展
示
も
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

今
後
は
、
竹
を
編
む
体

験
な
ど
の
竹
工
芸
を
身
近

に
感
じ
る
機
会
が
作
れ
た

ら
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ビ
ン
ご
み
を
出
す
際
は
、「
無
色
透
明
」、「
茶
色
」、「
そ
の
他
の

色
」に
色
分
け
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
見
分
け
方
…「
無
色
透
明
」と「
そ
の
他
の
色
」の
ビ
ン
、「
茶
色
」

　

と「
そ
の
他
の
色
」の
ビ
ン
の
見
分
け
方
に
つ
い
て
、
左
の

　

写
真
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

●
注
意

▼
色
の
分
別
で
迷
っ
た
場
合
は
、「
そ
の
他
の
色
」の
ビ
ン

に
分
別
し
て
く
だ
さ
い
。

●
分
別
で
迷
っ
た
時
に
は
…「
家
庭
ご
み
の
出

　

し
方
ガ
イ
ド
」ま
た
は「
ご
み
分
別
収
集
カ

　

レ
ン
ダ
ー
」、「
お
お
た
わ
ら
ク
リ
ー
ン
ナ
ビ
」

　

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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知
っ
て
得
す
る
く
ら
し
情
報

問
生
活
環
境
課　

本
２
階　
　
（
２
３
）８
７
０
６

本

２
年
目
を
迎
え
て
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政
策
推
進
課　

本
６
階　
　
（
２
３
）８
７
９
３

　

湯
津
上
に
あ
る
那
須
国
造
碑（
笠
石
神
社
蔵
）は
、
西
暦

七
〇
〇
年
頃
に
建
立
さ
れ
た
石
碑
で
す
。
当
時
、
那
須
地
域
を

支
配
し
て
い
た
那な

す
あ
た
い
い
で

須
直
韋
提
の
業
績
が
刻
ま
れ
て
お
り
、
国
宝

に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。江
戸
時
代
以
降
、こ
の
那
須
国
造
碑
を

め
ぐ
り
さ
ま
ざ
ま
な
人
が
調
査
や
保
存
に
尽
力
し
て
い
ま
す
。

　

今
か
ら
約
三
四
〇
年
前
、
一
人
の
僧
が
草
む
ら
の
中
に
あ
る

石
碑
を
発
見
し
た
の
が
始
ま
り
で
し
た
。
そ
の
後
、
馬
頭
の

大お
お
が
ね
し
げ
さ
だ

金
重
貞
を
通
じ
て
徳と

く
が
わ
み
つ
く
に

川
光
圀
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
り
、「
介

さ
ん
」こ
と
佐さ

っ
さ々

介す
け
さ
ぶ
ろ
う
む
ね
あ
つ

三
郎
宗
淳
を
中
心
に
碑
の
調
査
・
保
存
が

な
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
が
、
上
・
下
侍
塚
古
墳
の
発
掘
・
保
護
へ

と
つ
な
が
り
、
日
本
で
最
初
の
史
跡
整
備
と
な
る
の
で
す
。

　

こ
の
一
連
の
事
業
は
光
圀
の
命
に
よ
り
行
わ
れ
た
も
の
で
す

が
、
そ
の
背
景
に
、
地
域
の
人
々
の
存
在
を
忘
れ
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
石
碑
の
存
在
を
光
圀
は
ど
う
し
て
知
っ
た
の
か
、

碑
の
調
査
や
侍
塚
古
墳
の
発
掘
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
、
そ
こ

に
地
域
の
人
々
が
ど
う
関
わ
っ
て
き
た
の
か
。
現
在
、
当
館
で

開
催
中
の「
那
須
国
造
碑
を
め
ぐ
る
人
々
」で
紹
介
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
、
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

な
す
風
土
記
の
丘
湯
津
上
資
料
館　
　
（
９
８
）３
３
２
２

那
な
す
の
く
に
の
み
や
つ
こ
の
ひ

須
国
造
碑
を
め
ぐ
る
人
々

ビ
ン
ご
み
の
見
分
け
方

国宝・那須国造碑
（笠石神社蔵）
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報
告
者
：
浅あ
さ
く
ら倉

　
梢
こ
ず
え 

隊
員

家庭ごみの
出し方ガイド

おおたわら
クリーンナビ
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■主なイベント（広報おおたわら11月号にも掲載して
あります。予約、受け付けています。）

①【星座観望　オリオン座から冬の星座を見つける】
●日時…１月５日㊋～11日㊊㊗　午後６時10分～９時
●内容…冬の星座の探し方を解説し、65㎝望遠鏡など
を用いて火星、M42やM45などの星雲・星団を観望
します。

342021.1

天文館だより

■１月と２月の自然観察館は常設展示
　自然観察館では、寒い冬でも、生きているカブトム
シやクワガタムシを見ることができます。夏のように
活発な動きはありませんが、それでもエサを食べてい
るところなどは見ていて飽きません。
　現在、常設展示中ですが、今回はスポット展示とし
て「蜂」を紹介しています。

■この秋、アサギマダラの幼虫がいました
　９月下旬、栽培している植物の葉の裏でアサギマダ
ラの幼虫を見つけました。４年ぶりの発見です。10月
中旬には全てサナギになり、このまま冬を越すものと
思っていたら、11月22日に２頭が羽化しました。寒さ
が一時抜け、暖かい日が続いたからでしょうか。残っ
ているサナギが今後どうなるか気になります。そして
10月末、１㎝足らずの小さな幼虫を新たに見つけまし
た。寒さが厳しくなるので、これは幼虫のまま越冬す
るはずです。

自然観察館だより
（28）3251

■自然観察会・羽田沼に来る野鳥は何？
　（10月25日㊐開催）の様子を紹介します
　秋晴れの羽田沼にいた野鳥は、マガモ、オナガガモ
などのカモ類、そしてアオサギ、モズ、ヒヨドリなど
でした。また、上空には、トビ、ノスリがいました。数
日前、事前に確認していた白鳥は、この日はいません
でした。約２時間で30種類の野鳥を観察しました。

（28）3254　

休館日…毎週月曜（祝日を除く）、祝日の翌日（日曜を除く）
■開館時間…午前９時30分～午後４時30分
　　　　　　（入館は午後４時まで）

休館日…毎週月曜（祝日を除く）、祝日の翌日（日曜を除く）
■開館時間…午後１時30分～９時
　　　　　　（入館は午後８時30分まで）

※詳細は天文館ホームページをご覧ください。
【お知らせ】
　新型コロナウイルス感染症対策のため、本館では
現在一度に入館できる人数を制限しています。

サナギ 幼虫

　第10回 昆虫の絵コンクールの作品展
　市内の保育園・幼稚園・認定こども園の園児から応
募があった昆虫の絵を展示します。
●期間…２月６日㊏～14日㊐
●時間…午前９時30分～午後４時（最終日は３時）
●会場…大田原市ふれあいの丘

オリオン座（国立天文台）

　寒い季節の星座でよく
知られているのが “オリ
オン座 ”。夕方５時頃に
は、東の空に昇り始めま
す。３つの星がほぼ等間
隔、一直線に並んでいる
（「三ツ星」と言います）
のが目印です。さらに
それを囲む４つの星を含
めた星の集まりがオリオ
ン座です。よく見ると、
三ツ星の下にも縦に３つ

■星空情報■　　　　　【オリオン座と冬の大三角】

の星が並んでいるのが分かります。
　三ツ星を囲む４つの星の左上の赤い星はベテルギウ
ス。地球から約４３０光年のところにある赤色超巨星
です。右下の青白い星はリゲル。三ツ星を結ぶ線を左
下に伸ばすと、一段と明るい〈おおいぬ座〉のシリウス。
ベテルギウスとシリウスを結んで左に大きな正三角形
を作るようにすると〈こいぬ座〉のプロキオンがあり、
この正三角形を「冬の大三角」と言います。
　天文館では冬の星座観望会を実施します。ぜひお
気軽にお越しください。

②【星野写真を撮ろう】
●日時…１月９日㊏　午後７時10分～９時
●内容…お手持ちのカメラでオリオン座の散光星雲、
ぎょしゃ座周辺の星団・星雲、おうし座全景など
を撮影します。

M45プレアデス星団（すばる）
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湯湯津上庁舎 黒黒羽庁舎 生生涯学習センター 体県立県北体育館本本庁舎（新庁舎）
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★令和２年度図書館講演会「新聞でタイムスリップ」★
　明治、大正、昭和時代の過去の新聞を振り返り、参加
された方には誕生日新聞をプレゼントします。
●日時…１月24日㊐　午後２時～３時30分
●場所…トコトコ大田原３階　視聴覚室
●講師…下野新聞社デジタルメディア部
●定員…20名　
●費用…無料
●申込…１月17日㊐までに大田原図書館カウンター

または電話で受付（午前９時～午後７時）
（黒羽図書館・湯津上庁舎図書室では受付しません）

★お知らせ★

大田原図書館からのお知らせ
大田原図書館　　（23）4560　通年 9:00～19:00
黒羽図書館　　　（59）0855　平日 9:30～18:30　土日祝 9:30～17:30
湯津上図書室　　（98）7037　通年 9:00～17:00

※休館日は生活カレンダーで確認できます。

那須野が原ハーモニーホールからのお知らせ （24）0880

あけましておめでとうござ
います。大田ワラオです。
今年もよろしくお願いしま
す。

図書館
ホームページ

大田原図書館
おはなしコーナー

ピノキオおはなし会 １月17日㊐・２月７日㊐・２月21日㊐   午後２時 から

読み聞かせ
紙しばい

など

こどものつどい
出演：ガールスカウト １月10日㊐・２月14日㊐　午後２時 ～３時

トコトコ大田原３階
つどいの広場 にじいろおはなし会 １月26日㊋　午前11時 から　※２月はお休みです。

しんとみ子育て支援センター おひさまぽかぽかの会 １月８日㊎・２月12日㊎ 　午前11時 から

黒羽図書館２階視聴覚室 コアラおはなし会 ※１月はお休みです。　２月14日㊐　午前11時から　

※新型コロナウイルス感染症の影響で、イベントが中止になる場合があります。

開催日 公演名
1/10㊐ ニューイヤーコンサート

１/22㊎
～25㊊ ハーモニーホールフェスティバル　写真展

２/７㊐ ハーモニー寄席

主催事業の公演中止のお知らせ

　新型コロナウイルス感染症拡大防止の措置として、以下の公演が中止になりました。

※一部開催や代替公演をご案内している公演
についても、今後の状況によっては中止ま
たは延期になる場合があります。その都度
ホームページでお知らせしますので、ご確認
いただくか、ホールにお問い合わせくださ
い。

チケット発売情報近日開催

■ジャン=フィリップ・メルカールト　オルガン・
リサイタル　～オルガン・シンフォニーコンサー
ト Vol.7 ～
●日時…２月６日㊏　午後３時開演　大ホール
●チケット…全席指定　
　大人1,000円（友の会900円）
　小・中学生 無料（要入場券）
※未就学児入場不可
※ハーモニーホール友の会会

員 100名を招待します
　（先着順・要予約）
●予定曲目
　J.S.バッハ：トッカータとフー

ガ ヘ長調 BWV 540
　F.メンデルスゾーン：ソナタ第６

番　ほか

■ハーモニーフェスティバル　舞踊のつどい
●日時…２月23日㊋㊗　午後２時開演　小ホール
●チケット…全席指定　200円
　　　　　　　　　　　高校生以下無料（要入場券）
●出演…坂

ば ん ど う き そ じ か い

東伎十次会
　　　　藤

ふじおうぎりゅうがえんかい

扇流雅宴会
　　　　日本舞踊・舞の会（藤間流）
♪友の会優先電話予約：１月14日㊍
♪一般発売：１月16日㊏

※出演者への花束、プレゼント、出入り待ち、楽屋訪問な
どはお断りします。

※新型コロナウイルス感染症の状況により中止になる場合
もあります。あらかじめご了承ください。


